
基本計画原案作成シート 
まちづくりの目標 １．安全で、安心して健康に暮らせるまち 主担当課 高齢施策課・地域包括ケア推進課 
小分野 １１１ 高齢者保健福祉・地域福祉 関係課 介護保険課 健康課 地域医療課 保護課・市民活動推進課 

1．第５次総合計画後期基本計画の成果と課題 

小分野 現状と課題 4 年後   指標 4 年後    向  
実現できた主な成果 

4 年後    向  
残した主な課題 
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411 
地域福祉
活動 

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる地域社会をつくるため
   市民一人     互  尊重  共 助 合  支 合 地
域福祉の充実を図ることが重要となっています。 
本市  福祉 関        団体 住民組織 多 存在

  活発 活動 行        地域    活動  参加状
況 意識 差 見        今後一層 市民全体 地域 支
 合     意識 醸成  取組 必要   

地域の問題解決に
対    今後 住民
 積極的 参加 不
可欠であり、地域資源
の活用や地域の特性に
応じた地域福祉活動の
支援も必要です。 
また、既存の地域福

祉活動の PR を充実す
ることにより、より多くの
参加を促していくととも
に、１つの団体による単
独の活動だけでなく、活
動分野の違う団体との
連携を強化していくこと
が求められています。 

① 住民 地域福祉活動 参
加しやすい環境が整い、住
民同士 支 合  広  
ている。 

①１ 福祉関係ボランティア登録団体数
（団体） 

実績 目指す値 達成 
状況 H21 H29 H30 

26 33 28 ◎ 

・講座の開催 
・寿大学でのボランティア実習 
 毎年継続     暮  高齢者調査
 行  支援        
 地域 協力  災害時要援護者 避
難支援体制を整備した。 

・ボランティア団体の高齢化 
・急激に増加するひとり暮らし
高齢者への対応 
・避難支援員の選定 

①２ 高齢者サロン等の数（箇所） 
実績 目指す値 達成 

状況 H21 H29 H30 
32 53 52 ◎ 

・サロン活動の普及啓発 
    設立 運営      作成

・月１回活動しているサロンが
多いため、週１回活動する
サロンの拡大 

①３ 地域ねっとのつどいの参加者数
（人） 

実績 目指す値 達成 
状況 H21 H29 H30 

100 70 110 × 

・地域ねっとのつどいのマンネリ化 
 参加者    把握不測

・ニーズ調査を実施し、今後の
活動に繋げていく必要があ
る。 

441 
高齢者保
健福祉 

年々 高齢化率 高    一人暮  高齢者 増加  中  
高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できる環境や体制整備が
必要です。 
介護保険サービスを高齢者福祉の主要なサービスとして位置づけ

るとともに、今後高齢化による介護給付費の増大が予想されることか
ら、介護予防事業など地域支援事業をさらに充実させるとともに、事
業者 運営状況 把握  適時 適切 指導 行       利
用者  適切 介護     提供 確保    必要      
また、高齢者人口の増加に伴い、認知症高齢者の割合も高くな

ることから、地域における安心した生活を継続できるよう、認知症につ
   正  知識 多  市民 持  見守 体制 整備     
必要です。 
さらに、生きいきとした高齢期を送るためには、健康づくりなど自助

への取組を促すほか、一人ひとりが生きがいを持って過ごせるための支
援 必要    行政 市民 事業者       組織 積極的 
つ主体的な取組や情報の提供・共有が必要です。また、高齢者の
就労に向けた条件整備、就業支援、相談を充実させる必要がありま
す。 

① 高齢者が介護予防への取り
組みや社会参加を通じて、
健康で生きがいを持って生
活している。 

① 介護予防等の事業実施回数（回） 
実績 目指す値 達成 

状況 H21 H29 H30 
492 1,248 1,025 ◎ 

・介護予防教室の拡大 
・高齢者の状態に応じた教室の構築 
・シルバー人材センターの事業拡大に対
する補助 

・地域での通いの場の充実 
・登録会員の増加 
     人材    利用 
促進 

② 高齢者が安心して、住み慣
  地域 暮   見守 
体制が整っている。 

② 認知症サポーター養成数（人） 
実績 目指す値 達成 

状況 H21 H29 H30 
320 7,443 5,300 ◎ 

・サポーター養成の目標値について、大
幅に上回ることができた。 
 見守 体制 構築 向  小中学校
や企業向けなど、幅広い対象に講座を
することができた。 
 権利擁護     運営委託 実施
 地域 協力  災害時要援護者 避
難支援体制を整備した。 

・引き続きサポーターの養成が
必要。 
・避難支援員の選定 

③ 介護保険制度 運営 健
全に維持され、個々の状態
に応じた適正なサービスが提
供されている。 

③ 地域密着型サービス事業所数（箇
所） 

実績 目指す値 達成 
状況 H21 H29 H30 

7 13 16 ○ 

・市内で初めての２４時間対応定期巡
回・随時対応型訪問介護の整備 
・認知症の方の増大に対応できる認知
症対応型共同生活介護（グループホ
ーム）の整備 
・事業所主催の運営推進会議へ参加
し、運営状況を把握するとともに、適
時 適切 指導 行        

 看護小規模多機能型居宅
介護の整備 
・市内の介護人材確保に向
けた取組の充実 

442 
社会保障 

生活保護世帯については、倒産やリストラによる収入の減少、高
齢 母(父)子、傷病、障がいによる要援護世帯の増加など、本市に
おいても増加傾向にあります。これらの世帯が抱える問題には、経済
的 援助      福祉 保健 医療       様々 分野 
施策 必要        関係機関  協力     個々 世
帯の実情に応じたきめ細かな対応がより一層重要となっています。 

③ 生活保護制度 適正 運
用され、生活に困窮してい
 方 自立支援 就労支
援 行      

③ 就労支援達成率（％） 
実績 目指す値 達成 

状況 H21 H29 H30 
20.0 80.0 20.0 ◎ 

 生活困窮者自立支援法 基  自立
相談支援事業を初めとした各種事業
を実施した。 
・生活保護世帯の最低限の生活を保
障するとともに、訪問指導等により、自
立助長 努   

 生活困窮者自立支援施策
各種事業の充実 



２．第6次総合計画（原案骨子） 
第 6次総合計画（原案） 

現状と今後 5年間 展
望 今後５年間 主 課題 ５年後   

（2024 年 3月末） 指標（複数候補） 行政 ５年間 主 取組 具体的な事業 

【現状】 
高齢化の急速な進展

 伴  高齢化率 平成
35 年  28.3％(3.5
人に 1 人)   見込  
更  2021 年 境  

後期高齢者数が前期高
齢者数 上回 見込  
後期高齢者の増加に

伴  要介護認定率 上
昇、虚弱高齢者・認知症
高齢者の増加が予測され
る。 

【今後 5年間 展望 
①介護保険法 理念 
踏まえ、高齢者が可能な
限り住み慣れた地域でそ
 有  能力 応  自
立  日常生活 営   
        医療 介
護、予防、生活支援、住
まいが包括的に整備され
るよう進めていく必要があ
る。 

②認知症に関する正しい
理解 知識    早期
発見 早期診断 治療 
ケアの向上を図り、認知症
になっても安心して暮らせ
るまちづくりを進める必要が
ある。 

③誰もが安心して暮らすこ
とができる地域社会の実
現に向け、高齢者の生き
がいづくりや社会参加を促
進し、地域で支え合う意
識 醸成 高  高齢者
の安心・安全が確保でき
る仕組みを構築する必要
がある。 

①地域包括ケアの深化・
推進 
・介護予防の推進 
・高齢者を支援する人材
確保・育成 
 医療介護連携 促進
・保険者機能の強化 

②認知症に関する普及
啓発 
・多職種連携の促進 
・認知症に関する本人・
家族への支援を強化 

③地域福祉活動の推進 
・高齢者の生きがいづくり
や社会参加の促進 
 地域 支 合 意識 
醸成 
・高齢者の安心・安全の
確保 

①自助・互助・共助・
公助のバランスの取
れた包括的な支援・
サービスの整備が進
んでいる。 

①１介護予防事業の
実施回数（地域
包括ケア推進課・
生涯学習課） 

①２高齢者支援に関
する講座開催数
（地域包括ケア推
進課） 

①３多職種連携会
議・研修会の開催
回数（地域医療
課・地域包括ケア
推進課） 

①４地域ケア会議の
開催数（地域包
括ケア推進課） 

①５生活困窮者自
立相談支援事業 
相談件数及びプラ
ン作成数（保護
課） 

①１ 介護予防・日常生活支援総合事業の充実を図ります。（地域包括
ケア推進課） 

①２ 自立支援 向  介護予防 重度化防止 推進    （地域包
括ケア推進課） 

①３ 在宅医療 介護連携 推進 図    （地域包括  推進課 地
域医療課 健康課 介護保険課） 

①４ 地域での助け合い・支え合いの仕組みづくりを推進します。（地域包
括ケア推進課、高齢施策課、市民活動推進課） 

①５ 介護に取り組む家族等の支援の充実を図ります。（地域包括ケア推
進課、高齢施策課） 

①６ 介護人材の確保や介護サービスの適正な整備に努めます。（地域包
括ケア推進課、介護保険課、高齢施策課） 

①７ 保険者機能を強化し、介護保険制度の適正化に努めます。（介護
保険課、地域包括ケア推進課） 

①８ 生活困窮者 自立 向  支援 充実 図    （保護課）

①１ 介護予防・生活支援サービス事業（通所型・訪問型事業）（地域包括ケ
ア推進課） 
一般介護予防事業（いきいき百歳体操、のびのび教室、わくわく教室、エイ
         教室 脳 若返 教室  ）（地域包括ケア推進課） 

①２ 地域  会議（Ⅰ Ⅳ開催）（地域包括ケア推進課） 

①３ 在宅医療介護連携      協議会 在宅医療介護推進部会 認知症
対策部会、多職種連携研修等（地域包括  推進課 地域医療課 介
護保険課） 

①４ 生活支援体制整備事業（地域包括ケア推進課） 

①５ 家族介護者教室（地域包括ケア推進課） 
家族介護用品支給事業（高齢施策課） 
ＳＯＳ徘徊ネットワーク登録システム（地域包括ケア推進課） 

①６ 介護人材確保事業（介護保険課） 
地域密着型サービス（定期巡回・随時対応型訪問介護看護、看護小規模
多機能居宅介護        ） 開設（介護保険課）

①７ 介護給付適正化事業（介護保険課、地域包括ケア推進課） 

①８ 生活困窮者自立相談支援事業（保護課） 

②認知症 関  理解
の促進と認知症の早
期発見 早期診断 
治療    充実 
他、認知症高齢者
や家族を支える支援
体制が進んでいる。 

②１認知症サポーター
養成件数（地域
包括ケア推進課） 

②２認知症ケアの向
上（地域包括ケア
推進課、介護保険
課） 

②１ 認知症 関  理解 深     普及啓発 推進    （地域
包括ケア推進課） 

②２ 認知症 早期発見 早期受診 早期治療 重度化遅延 向  取
組を進めます。（地域包括ケア推進課） 

②３ 多職種連携研修会の開催など、認知症ケアの向上に関する取組を進
めます。（地域包括ケア推進課） 

②４ 認知症本人や家族に対するケアの充実に向けた取組を進めます。
（地域包括ケア推進課、介護保険課） 

②５ 認知症高齢者   家族 安心 安全 確保     地域 見守
りネットワークの構築を進めます。（地域包括ケア推進課） 

②６ 認知症高齢者 権利擁護  取組 進    （地域包括  推
進課、高齢施策課） 

②１ 認知症サポーター養成講座や認知症キャラバンメイトの育成（地域包括ケア
推進課） 
認知症にやさしい図書館づくり（地域包括ケア推進課、図書館） 

②２ 物忘れ相談事業（地域包括ケア推進課） 
認知症地域支援推進員の配置（地域包括ケア推進課） 
     医 認知症疾患医療      連携（地域包括  推進課）
認知症初期集中支援チーム（地域包括ケア推進課） 

②３ 生駒市医療介護連携      協議会 認知症対策部会 運営（地域
包括ケア推進課） 
認知症 関  多職種連携研修会 市民向 講演会 開催（地域包括
ケア推進課） 
介護従事者向け認知症ケアに関する研修（地域包括ケア推進課） 

②４ 家族介護教室の開催（地域包括ケア推進課） 
グループホームなどの整備（介護保険課） 

②５ 認知症カフェの設置（地域包括ケア推進課） 
認知症支え隊の養成（地域包括ケア推進課） 
認知症当事者ミーティングの開催（地域包括ケア推進課） 
徘徊高齢者 捜索 保護  模擬訓練 開催（地域包括  推進課）
行方不明高齢者捜索          （地域包括  推進課）

②６ 福祉    利用援助事業（高齢施策課） 
成年後見制度利用支援事業（高齢施策課） 
高齢者虐待防止に関する取組（地域包括ケア推進課） 



③地域が地域福祉活
動に参加しやすい環
境 整  住民同士
の支え合いが広がって
いる。 

③１ 高齢者の「通い
の場」の数 

③１ 自治会 老人   連合会 民生委員等 連携強化  通  場 
拡充を図ります。（高齢施策課・地域包括ケア推進課） 

③２ 地域福祉活動 効果的 機能     市民活動推進      
ポートや社会福祉協議会等、関係機関の役割を分担しながら、連携
強化します。（高齢施策課・地域包括ケア推進課） 

③３ 高齢者が生きがいをもって働ける場の拠点として、シルバー人材センタ
  一層 活用 機能強化 向  支援 行    （高齢施策
課） 

③４ 高齢者 閉     孤立防止等 支援 充実 図    （高齢
施策課・地域包括ケア推進課） 

③５ 高齢者 緊急時 支援対策 行      緊急時 対応    
う、地域や関係機関との連携により支援体制の整備を進めます。（高
齢施策課） 

③６ 高齢者の外出支援や生活支援を目指します。（高齢施策課） 

③１ 老人   連合会  補助事業（高齢施策課）
出前講座の充実（地域包括ケア推進課） 

③２ 地域ねっとの集い開催（地域包括ケア推進課） 

③３ シルバー人材センターへの補助事業（高齢施策課） 

③４ ひとり暮らし高齢者調査（高齢施策課） 
友愛訪問事業（高齢施策課） 

③５ 高齢者緊急通報システム（高齢施策課） 
災害要援護避難支援事業（高齢施策課） 

③６ 高齢者交通費等助成事業（高齢施策課） 
介護予防・日常生活支援総合事業（地域包括ケア推進課） 



３．庁内連携 市民等  協創 アイデア等 
５年後   

（2024 年 3月末） 
課題解決のために 
必要な庁内連携 

課題解決    必要 市民 事業者 
果たしてもらいたい役割 

課題解決のために取り組みたい「協創」のアイデア 
市民 地域と 事業者・ＮＰＯ等と 他 行政機関等 

①自助・互助・共助・公助の
バランスの取れた包括的な
支援・サービスが提供され
ている。 

・地域包括ケアを着実に進めるために、庁内連
携会議である地域包括ケア推進会議を開催
し、地域の支え合いの仕組み作り、介護予防・
生きがいづくり及び地域共生社会に向けた情
報共有 行    職員    規範的統合 
進め、事業間の連携を図りやすくする。 
（地域包括ケア推進会議委員担当課：地域
包括ケア推進課、介護保険課、健康課、地
域医療課 高齢施策課 人事課 生涯学習
課、図書館、教育総務課、商工観光課、農
林課） 
 医療介護連携 推進     地域医療課 
健康課、介護保険課、地域包括ケア推進課
 連携  必要 情報共有 行 。 
・生活困窮者に関する連携、情報共有のため
  関係各課 自立相談支援庁内連絡会議
等を開催する。 

［市民］ 
・地域活動団体を創出する。 

・介護予防・生きがいづくり等に向
  市民      等 協働  
介護予防教室等を積極的に展
開する。 
・地域とのつながりのある日々の生
活のため、サロン、いきいき百歳
体操等の通いの場への参加を勧
奨する。 
・バランスの取れた包括的な支援・
サービスの提供に向けた現状把
握のため、地域の課題を発信す
る。 

・地域における助け合い・支え合い
 取組 充実   地域住民 
小学校区単位での高齢者を中心
とした協議体（第 2層協議体）
の設置に取り組む。 
・高齢者の生きがいづくり・社会参
加    地域住民       
いき百歳体操等の通いの場の創
出に向けて取り組む。 

・質の高いサービス提供のため、
事業者 法令遵守 意識付 
 行  
・地域における助け合い・支え合
いの取組の充実のため、事業
者とともに第 2層協議体での
意見交換 実施   
 在宅医療介護連携    事
業者と多職種連携研修会等を
実施する。 
 住民 住    地域    
でも暮らし続けるため、事業者と
ともに地域密型サービスを開設
する。 
 地域    見守 活動 充
実のため、事業者と地域福祉
活動について連携する。 
 生活困窮者 自立促進   
に、職業訓練等の支援 行  

②認知症 関  理解 促
進 認知症 早期発見 
早期診断 治療    
充実の他、認知症高齢
者や家族を支える支援体
制が進んでいる。 

・地域包括ケアを着実に進めるために、庁内連
携会議である地域包括ケア推進会議を開催
  認知症 関 情報共有 行    職員 
おける規範的統合を進め、事業間の連携を図
りやすくする。 
（地域包括ケア推進会議委員担当課：地域
包括ケア推進課、介護保険課、健康課、地
域医療課 高齢施策課 人事課 生涯学習
課、図書館、教育総務課、商工観光課、農
林課） 

［市民］ 
・認知症 関  理解    認知症当事
者   家族 不安 困惑 混乱 苦悩
などを感じとり、地域の中で温かく支える・
見守 役割 持 

 認知症 正  理解 普及  
め、認知症サポーター養成講座
 受講勧奨 行  
・認知症の本人及びその家族のち
ょっとした支えとなるため、認知症
支え隊を養成する。 
 認知症 早期発見 早期受診
    住民 対 啓発 勧奨 
行  
・認知症の人を支えるつながりの
構築、認知症の人の家族の介
護負担の軽減を図るため、認知
症カフェの運営に参加する。 
・住み慣れた地域でいつまでも暮
らし続けるため、認知症予防への
取組を実施する。 
 認知症 関  理解 地域  
  見守 体制構築    徘
徊高齢者 捜索 保護  模擬
訓練に参加する。 

 認知症 関  理解 地域  
  見守 体制構築    地域
住民 徘徊高齢者 捜索 保護
する模擬訓練を開催する。 
・認知症の人を支えるつながりの構
築、認知症の人の家族の介護負
担 軽減 図    地域住民 
認知症カフェの開設・運営を進め
る。 
・住み慣れた地域でいつまでも暮ら
 続     地域住民    認
知症予防の取組を促進する。 

 認知症高齢者 見守 体制構
築    事業者 行方不明
高齢者検索         
ムの登録を勧奨する。 
・地域における認知症高齢者の
見守 体制構築    事業
者 協力 得 徘徊高齢者 
捜索 保護  模擬訓練 実
施する。 

 認知症高齢者 若年性認
知症の人の支援に向けた
検討    奈良県 認知
症対応ネットワーク会議及
 若年性認知症自立支援
ネットワーク会議に参加す
る。 



③地域が地域福祉活動に
参加しやすい環境が整
  住民同士 支 合 
が広がっている。 

・地域包括ケアを着実に進めるために、庁内連
携会議である地域包括ケア推進会議を開催
し、職員における規範的統合を進め、情報共
有を積極的に図り、事業間の連携を図りやすく
する。 
（地域包括ケア推進会議委員担当課：地域
包括ケア推進課、介護保険課、健康課、地
域医療課 高齢施策課 人事課 生涯学習
課、図書館、教育総務課、商工観光課、農
林課） 
・自然災害発生時に逃げ遅れ等の被害拡大を
防ぐために、高齢施策課、障がい福祉課、地
域包括ケア推進課が連携し、障がい者や要介
護認定者など災害時要援護者への情報提
供 安否確認 避難行動 支援 行  
・一人暮らし高齢者等の支援のため、高齢施策
課、保護課、地域包括ケア推進課とで安否確
認・孤独死対策について情報共有、連携等を
行  

［市民］ 
・地域福祉活動の担い手養成・育成に係
る講座に参加する。 
・避難支援員を選定する。 
・１人暮らし高齢者の把握と支援 行  

 地域 見守  支 合  活動
 充実    近隣      
を強化する。 
 地域    見守 活動 充実
のため、地域福祉活動に積極的
に参加する。 

・高齢者の生きがいづくり・支え合い
 体制       地域住民 
通  場 立 上   
・高齢者の生きがいづくり・社会参
加    地域住民 自治会館 
集会所等の有効活用を図る。 
 地域 見守  支 合  活動 
仕組みづくり 行  
・自然災害発生時の支援のため、
地域 協力 避難支援員 選定
する。 
・一人暮らし高齢者の把握、災害
発生時 支援    民生児童
委員とひとり暮らし高齢者調査を
実施する。 

・地域福祉活動への参加 
・高齢者の生きがいづくり・社会
参加のため、シルバー人材セン
ターと連携し、高齢者の雇用を
促進する。 
 地域    見守 活動 充
実のため、事業者と地域福祉
活動について連携する。 


